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1ダインである。 ι守

II.制振器内に起る摩擦。此つ大きさはft!]振器:て〉調整如何に依るものであるが，本実験に於てほ

制振器を連結したものは総て指針先に引きな:長じて約1ダインの摩擦がiR加してふる。従つぜて制振

器を取り附けると抗針にまで悲しないうち吃凱に約2グインの摩擦が入ってしまぶととになるν2
¥ 

ダインならば週明5秒方!日ニ摩擦値にして約0.04'純であるo以上第二図及び、第三図を参照されたい。

III.ベン先0圧力D ベン先刀材質，及び:壊しの濃淡による摩擦刀変化。描針。ヵウターパランス

を調節して，ベン先:ごか L、る圧力(.p)を変えると金摩擦力は急:激に変化ナる。般に /1己ap+ωnst.

とゐくと，aは 0.?，，-，O.3であるが (cピnst.はピボ『ヅト共D他で約2ダイシ)との dは煤の濃淡，

ベン先の材質に依って異なり，データーが少い~決定的 Jごは断じ得泣いが第三表ぽ d の{直.でとれ

からヨえのような事が云へるであろう。
斗、

タング、ステンのベン先で淡煤を用ひると αは 0.2

で、他の場合に比して最も小e'fJ:るo

白金ベン先で、は濃淡の路別がなくー践に 0.3程度で

ある。

I3Pち-t::R'1空を持つ上からは白金ベンが勝るが.摩擦

第三表 aの値

一アπ勺古1 金 !μク打ンげげ…ググ、
濃 Qぺ.0.281 0.32 
淡 o 1 0.28 r 0.21 

註 (針先摩擦力)=a(針兎魅力)十定数
を小さくナる~にはタングステンベンで，淡煤を用ひ

ると最良となるo 伶，タング、ステン及び，白金のベン先がアルミエユーム抗~i軸;て如何なる形(ペ

ン先の長さ，角度)で附着しているかに依り摩擦の大きさに変化を来ナもの L如くであるが，今回

の実験では不明であった。 ¥ 

fi 5 むすび との実務仕草;て水平劫の一成分のみで，而かも一回だけの分解組立中に試みたも

のであり，とれに依って主眼左した各部分の摩擦の大体のオーグーは知り得たが，勿論決定的な値〆

ではたい。細部vr:開じでは今後の研究に侯つものである。
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fi J はじめに 地震記象のn寺間についての験測誤差立大体夫の五つJご分けるととができょう。

1. ドラムの歪ピよる誤差

2. ードラムの廻持。不均〕による誤差¥
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3. タイムチェック用のH寺計の遅速のレイ l、の変化による誤差 グ

4. 讃取の誤差

5.> 縫電器及び刻時装置によるオクレ及びi時報受信その他の誤差

以上のうち 5は今後の研究にゆずってきじあたり 1--4について誤差乃程度を営ってみた。以下

は地震課庚野先生の御指導と諜の皆様の御協力によっ'て得られた結果である。

A 2 ドラムの歪及び不均一廻轄による誤差 コンバレークーを用ひて本台地震計室のワイーヘ

ルト式水平勤地震計について本宇一月二日及び六日にか・けて記象紙上のタイムチェックからタイム

ヂエツクまで、の長さを弐々測った所大体 27粍から 30粍つ聞で第一固に示ナょうた凹凸の変化を

、じているととが分った。侍コンバレーーターは千分のー粍まで讃めるが記象の太きが百分の六及至八

粍あるためと?長さを測った精度は百分のー粍位である。
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更に第一図から気づかれるととは約 21分の週期で殆ど同じ形。凹凸がく Dかえきれているとと

である。(9持--15U寺連続測定したが全く同様であった。) 21分注大体ドラムの廻轄の大きな不均

ーを示し，.同じ凹凸がー廻縛毎にくりかえされてゐるのはドラムが良の円筒でたい，つまり歪があ

るとと及び廻縛用ギヤの不湾を指摘する。との歪及びドラムとともにー廻縛ずるギヤとの不粛とが

大きな器械的誤差~源であるととが想像される。試に通常の験測に用ひるーヨた内掃と相隣る三鮪

を過る掲物協をひらく二次内掃去の差を求め?でみると犬鰭 0.3秒ぽちがうととがある。 二次内掃

と一次内掃をとったのはその問に鑓化し得るオーダーを求めただけであって大した意味は抵い。と

れと別にー衣内挿カミミ二次内挿!と比じて優れてゐるととは第一固から明である。との差をとる方法は

時計の遅速tJ)vイモの蟹化を調ぺる場合にも主ん所たく用ひるととにした。倫直接課差rc関係はな
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第 固 いがドラム起動部の霊鍾位置の移動等による鐙イむを見
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るため 30分づっの卒均値をプロザトナる'と第二闘の

やうに捲上げてvから時間のたつほE速く建韓ナる傾向

を示してゐるが明瞭ではたい。午前中に非常戸廻縛の v

J ままそい部分があるがこれは起動用の琴線が何かとふれ

28よ日一一一一←ι 一一t
o J あって摩擦を起してゐたのとも考へられる。

fi 3 稿用時計の践のレm トの箆化 11 Uc!f 2: ，，21町中百報H却さよりクロノメーターの締

正値を求めるわけだがとの時報のとり方の個人訣差ほ今後に廻し十分の千少を硲貨とみて 11時か

ら翌日 11n寺J 21時から翌日 21il寺までの日差を各季節一‘月づっグ、ラフにしたが気温と或程度関係

がるるやうに思へる。第三国に示ナ A，B は夫々 21日寺-:--21tl寺， _1111寺，.....，1111寺の日差， Cほ本合露場・

回
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に於ける/気温の毎!時平均値である。夏には務化が少なゆやうに思へるが一度だけではわからない。

¥仰との資料は昨年夏上 D今年春に至る日捲ナルダンクロ〈メーターについ℃のもの¥で、ある。捲くり

一:-37 ..;;.;. 

¥ 



38 験 震 w 時 報

l士，.21-時時成後である011寺抜からヨたの/I'J報まで、の院隔ぼ 10時間j或ぽ 2111寺闘であるがその聞の鎚

化以直線的でもるとは言へたい。二ヨ次た内挿と→ヨ次尺内持との差ばi時i侍寺報の中問4)日時i時寺及び 16H時l時寺には 0.2

秒:之ご達ナる事もおp得得.るみ‘町コイ旦しζれがそのまま笈

~ 

~ 4 讃寂の誤差 訣差3うちでで、i最最も大きいと{乃設差J2土;泡邑常の験測でばものさし叉はネツトグ、ラ

スを記象!促さあてJルレ‘一ペ等を用乙ひ人て長きを誤とる際に入るのでで、あるヘ品古2今回lば土夕イムチエツクから色司クイ

ムチエツクまで3長さ f及て戸究イぶヂエツクから地震初訪 P までの長さ xを地震諜12人の方々

を煩:士してl士ふって頂いたっとれはその方々が普通験測される方法でやって頂いたからえj法は夫々

まrちまちである，，:その結果議取の最大最小刀差:士

fについて 0..3粍

x えついて 0.3粍(伊)

0.9粍(比較的明瞭な eP)

6.3粍'(著しく不明瞭な eP)

となってゐるoePの後者(第五回icljぞけるム前著Jまりの場合では読みといふより P相のとり
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地震計刻時用電磁石の改良・一一酒井乙彦 39ふ

方に問題があるのでbに示'したものは脈動を混じた遠地型。地震であったが，一応同じ相をとった

と思ぼれるものは巾 '~1.1 .粍の聞に分布しLてゐる。との 1について四回 Zについて iP.， ePとり

まぜて四国測ってJslいた結果を前の闘で示したのだがeP-のbの場合はあま D散らばるので、四拾五

入して桁を一つあげたグラフを示した，黒黒占が生の読取{註である o 叉縦軸ば人数である。

さて通常は f==60x/lで秒の{直をHiナから 1，xの誤差 d.l，d.xは1;:::30としてムt== 26x+td.l 

/30となっできいてくるo 例へは、 iPの場合だと 0:-3""-'0.6秒，eP では 0.9~L2~著しい場合では

6'"'-'7秒もちがってくるととにたる o だから種々危機械的訣差吃比べて諒取には非常に大きな設が

入ってくる。議取が慎重ならねばらぬ大きな理r11である。

fi 5 結び以上を綜合して考へるに夫々起D得る誤差を総印すればiPについて 1秒訪後，

Pについて2乃至7秒とたにりとれが談差。限界と一路考えられる。器械的誤差中最大と考へられ

るドラムの歪及び、ギヤの不罪?によるものが0.3秒程皮であるのに読取の訣差は非常に大きな割合を

占めてしまう o誤取さえ慎重に手やれば、十分とゆかずともかなりの精度が出る筈で、あるし現在の測器

で菟れ符・ない~}jについては極々研究がなされてゐるからお，1皮が秒の十分位百分イ立に分ぶのも遠い未

来ではなからう。

一地震計刻時用電磁石の改良

1!国 チド 乙 彦部

まえがき.

地震計刻時用電磁石は普通 200，......，300mAの電流。強きで使はれて居る。筆者の知る限りで、は，

中には初め 150.-..-]80mA位で動作L-;qとものが，種々の都合で電流を強くしなければ動作しなくな

JJ ，甚だしきは数百 mA-の電流と伝って居るものすらある。との失第を考察して見るのに電源，

残留磁気j鼓銭片を戻ナカ等}(闘腕ずる様である。

電源:地震計用電磁石D設計には電源に考慮が綿ばれて居ないのか乾電池を使人と 1fl司では不足2

個く3V)では多ぎ過るとか" 2 佃:でも僅に不足等の質~Iえとなり，蓄電池 (6V) の場合も地震計 2

台直列で明過ぎるが3台では僅に不足当;はり易いoJ版協合抵抗器を直列陀入れて趨都電

流にしないと過剰な電流となり，此の佳で長期間使ふと格?とは規定の働作電流では、働作したにくたる

ものが多い。

残留磁気:規定の電流で使ふ限D最初からは殆ど現ばれたいものであるが，一度異常訟電流を活
J 
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